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香芝市立三和幼稚園 
１．本園の教育目標 

 「たのしく やさしく げんきよく生きる子どもの育成」 
○ よく考え工夫し、楽しく活動できる子ども 
○ まわりの人たちに優しくできる子ども 
○ 元気よく挨拶のできる子ども 

 
 
２．本年度重点的に取り組む目標・計画 

研究主題 ・ 幼児の発達に即した指導計画の作成、保育の展開、指導の過程の評価・改善について 
     ・ 幼児教育と小学校教育の円滑な接続の推進について 
【視点】 「様々な活動を通して、幼児の主体性を育むための環境構成と援助の工夫」 
○ いろいろな遊びに親しみ、意欲的に取り組むために環境構成や援助の工夫に努める。 
○ 基本的生活習慣及び健康な生活に必要な態度や習慣の形成に努め、元気に挨拶のできる幼児の育成をめざす。 
○ 様々な人と関わりながら心を通い合わせ、豊かな感性豊を育てる。 
○ 家庭や地域との連携を深めながら教育の推進に努める。 
○ 特別な支援の必要な幼児の実態を把握し、心身の発達を図り、自立の基礎となる力を育てる。 
 
 
３．評価項目・評価・取組と達成状況 

評価項目 評価 取組と達成状況 

（１）教育活動及び評価 Ｂ 

幼保小の架け橋プログラムの成果と課題を踏まえつつ、「環境を通して行
う教育」を目標に全職員で話し合いを重ね年齢に応じた環境構成を考え保育
してきた。今年度も「様々な活動を通して、幼児の主体性を育むための保育
者の援助と環境構成の在り方」を研究主題に掲げ、保育の充実を図る取組を
進める中で、幼児理解を深めるとともに、保育内容の検討も行ってきた。ま
た、「子どもたちにどんなところが大切か」「何に興味をもっているのか」
「目の前の子どもたちに何が必要なのか」を考えていかなければならないと
思う。幼・小の幼児教育の重要性をさらに明確にして、保護者はもちろん、
小学校・地域にも発信していく必要がある。 
廊下に掲示してある教育目標については、80％の保護者に周知できていた。 
園の施設の老朽化、安全に対しての心配あり、今後も安心安全な保育現場

のため、市教委への要望をしていきたい。 

（２）教育の質と保育力の向上 Ｂ 

職員が日々園児に愛情を注ぎ、誠実に向き合い、努力してきた結果が反映
されると考える。また、支援が必要な幼児に対して園全体で支援方法などの
研修も積極的に行い、昨年同様、ICTを保育に取り入れたり、職員研修に活用
したりしながら保育に努めていきたい。 
 今後もカリキュラムマネジメントの効果的な実施と、保育者が対話を通じ
て学び合い、高め合い、支え合う組織づくりを目指して努力していきたい。 

（３）働き方改革の中での保育
の充実について Ｂ 

ICTの導入により、仕事の効率化が進んできていると思われる。定時を帰宅
することを目標にした就労の中、いかに幼児の育ちに必要な経験を損なわず、
効率よく保育ができるかを常に考えながら計画をたて一人一人に寄り添った
関わりをめざして努力してきた。保護者からの意見も聞きながら、行事の再
構成を行い一定の評価を得ている。 
今後も安心・安全な幼稚園を心掛け、楽しいがいっぱいの保育めざしてい

きたい。 
 
４．学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価・結果 

・ 幼児を取り巻く環境や状況の変化とともに、保育ニーズの多様化・複雑化により、幼児一人一人に応じた指
導は益々困難を極めている。しかし、保育実践を通して一定の成果は得られているが、保育の質と保育者の資
質向上が重要な課題である。幼児の実態把握、幼児理解に基づく実践、保育者自身の専門性やスキルの向上が
求められる。研修の時間の確保と捻出、その方法の工夫をしながら進めていきたい。 
・ 保育士一人一人の能力が活かされるような保育を目指し、すべてにおいて協力体制を強化することが大切であ

る。 
・ 様々な感染（コロナ・インフルエンザ・感染性胃腸炎等）対策を徹底し、今後も保育をしていきたい。 
・ 様々な人との温かな触れ合いは、子どもの豊かな心情の育成につながっていくと考える。今年度は、三和小、
１年生・２年生・５年生との交流が実現し小学校に行く機会もたくさんあった。少しでも学校生活への見通し
と期待、安心感をもち、新しい生活・環境に移行できればと願う。 

 
 



５．今後取り組むべき課題 
評価項目 具体的な取組方法 

教育の質と保育力の向上 

 カリキュラムマネジメントと同僚性の相互作用は、保育の質の向上と、保育者
の成長と、組織の進化を促し、子どものより良い成長につながると考える。カリ
キュラムマネジメントを保育者の協働と参画により進めていきたい。また、経験
年数の異なる保育者が互いに学び合える効率のよい職員研修の内容の工夫が必
要である。個々の職員の教材研究の努力、指導改善の工夫、そして、そのための
時間の確保が必要である。職員が自ら学び続けるモチベーションを維持できる環
境を整えていきたい。 
また、感染対策に配慮した活動の工夫については、職員一人一人が安全対策に危
機感をもち、危機管理意識は更に高めていかなければいけない。きちんと説明を
しながら保護者の理解を一層得られるように努力していきたい。 

就学前教育における学びと義務
教育における学びの接続 

・就学前教育の中で幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を考え、生きる力の基
礎となる心情・意欲・態度などについて遊びの中で育つことの重要性を考え、遊
びの構築・環境構成の大切さを常に考え保育してきた。 
・幼・保・小の連携については、小学校の先生に幼稚園にきていただき遊びの参
観をしたり、幼児の学びについて交流を深めたりしながら接続にむけての取り組
みを今後も積極的にしていきたいと思う。 
 

働き方改革の推進 

 
本来の保育の準備・環境整備等に加え、保育終了後の消毒作業、感染対策の準

備等で、職員の業務量は依然として減少しない。職員の保育技術を磨くための時
間の確保や捻出が困難であった。ＩＣＴを使っての保護者への啓発は、保護者に
は高評価であり、時短につながるため今後も継続していきたい。 
今後も、業務内容の見直しはしていくが、園だけでは解決できないこともあり、

職員の配置等、市教委に要望も含め進めていきたい。 

 
 
 
安心・安全な園生活について 

 
感染症など手洗い・うがいの徹底や必要なところの消毒など徹底しながら園生

活を送れるよう配慮していきたい。また、自然災害についてもBCPのマニュアル
をつくり、一人一人の職員が自分の役割をしっかり把握したうえで職員研修を進
め，いざという時のために避難訓練をしていきたい。 
 

 
 
６．学校関係者評価委員会からの意見と今後の改善について 
 
年間を通して、大きな怪我や事故もなく一人一人が安定した園生活を送ることができていた。 
評価委員の皆様からは、保育には流れがあって、子どもたちにとっては良い経験になるための保育や行事への

参加を考え保育していると評価をしていただいた。保護者の方からも運動会や生活発表会など工夫を凝らしさら
に新しいものへの挑戦にきっと子どもたちは、楽しい１年になったであろうと高評価であった。 
まだまだ、様々な感染症が流行し、園では手洗い・うがいの徹底を心掛け、常に園児の安全を第一に考えて保

育が進められていた。 
また、園として、保護者の思いや状況に寄り添い、個々への対応を充実することに力をいれてきた。子育て中

の保護者にとって安心してきていただける園つくりを工夫していきたい。 
今後もたのしく・やさしく・元気よくの教育目標を幼児・保護者・教師みんなで実践していけるような園をめ

ざして努力していきたい。 
また、職員の雇用や保育者の育成が課題であるが、どんな状況でも前向きな姿勢で取り組み、より良い方向に

すすめていこうとする幼稚園力・困難を乗り越えていこうとする職員力を今後も大事にしていきたい。 
   
 
 
※記入に際しての留意点 
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○ 「４．学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果」については、「３．評価項目・評 
 価・取組と達成状況」を総合的に評価して記入する。 
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 できるだけ具体的な視点から課題を記入することが望ましい。 
 


